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本学の沿革 

1939年 3 月 東北薬学専門学校として創立 
1949年 3 月 東北薬科大学へ名称変更 
1962 年 4 月 大学院薬学研究科修士課程を設置  
1964年 4 月 大学院薬学研究科博土課程を設置 
1984 年 3 月 実験動物センターを開設 
2005年 3 月 ハイテク・リサーチ・センター整備事業（文部科学省）に選定 
2006年 4 月 薬学部に薬学科(6 年制）と生命薬科学科(4 年制）を設置 

学術フロンティア推進事業（文部科学省）に選定 
2009 年 7 月 大学教育学生支援推進事業（文部科学省）に採択 
2012 年 4 月 大学院薬学研究科薬学専攻博士課程、薬科学専攻博士課程後期課程を設置 
2013年 4 月 私立薬系大学初の附属病院を開設 
2016年 4 月 東北医科薬科大学へ名称変更 

医学部医学科を設置 
2018年 1 月 福室キャンパス・医学部教育研究棟が竣工 
2019年 1 月 東北医科薬科大学病院新大学病院棟が竣工 
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2 7文科高第489号

忍
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21.
 

可 書

学校法人東北薬科大学

平成 2 7年3月3 1日付けで申請のあった東北薬科大学医学部の設置を，下記の

とおり認可します。

ついては， 施設設備， 教員組織等に関する設置計画は， 申請のとおり確実に履

行してください。

平成 2 7年8月3 1日

文部科学大臣 下 村

記

1 名称， 学部及び学科， 収容定員， 位置

裏面記載のとおり

2 修業年限

6年

3 開設時期， 開設年次

平成 2 8年4月1日， 1年次

資料1-2
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【別紙】

Ｂ方式

合計　５５名

２０名

修学資金制度の概要

修
学
資
金
枠

Ａ方式

区分 修学資金制度の内容

東北地域医療支援
修学資金
（宮城県）

東北地域医療支援
修学資金

（宮城県以外の東北５県）

東北地域医療支援
修学資金

（宮城県以外の東北５県）

宮城県知事が指定する
医療機関等に10年間

勤務すること
（初期臨床研修期間の２年間を

含まない）

宮城県以外の東北５県で
医療機関等に10年間

勤務すること
（初期臨床研修の２年間を含む
かどうかは各県と協議のうえ定

める）

宮城県以外の東北５県で
医療機関等に一定期間

勤務すること
（９年程度。義務年限は各県の
修学資金制度により定められて

いる）

返還免除条件

　(※) Ｂ方式の各県の修学資金は各県の審査によるものであり、貸与が保障されて
いるわけではありません。

　卒業後の東北地方への定着を促進し、学生を経済的に支援するための修学資金制度です。入学定員
100名のうち55名までがこの制度を受けることができます。東北の医療を支える医師として地域医療に携
わり、活躍してもらうことを目的としています。

定員数

３０名

本学の修学資金

１５００万円
＋

各県の修学資金(※)

約１１００万～
注）１年次での応
募が必要です

３０００万円
※他の自治体の医
学生修学資金との

併用は不可

金額（６年間）

青森県１名
岩手県１名
秋田県１名
山形県１名
福島県１名
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地
域
定
着

東北地方への地域定着策

地域枠
（修学資金枠）

55名

一般枠
45名

地域医療に
使命感と熱意を

持つ学生

筆記試験
＋面接・小論文

初
期
研
修
支
援

入 学

『ふるさと』の医療を支える
使命感と資質をもつ医師

地域滞在型の地域医療教育

地域医療の提供体制
地域における多職種連携
地域医療の課題とニーズ
介護・在宅医療

地域住民との交流
総合診療実習（BSL）

地域医療
ネットワーク病院
（東北各県）

１年

２年

３年
４年
５年
６年

地域医療教育
サテライトセンター

災害・被災地医療

地域包括医療実習
（CBL）

地域医療教育の仕上げ
病院、診療所、薬局、訪問看護、
介護老人施設、行政等の現場で、
保健、福祉、医療、介護等の連
携による包括医療を学ぶ（４週
間）

６年間を通じた滞在型学習により、学
習の場⇒医師を目指して成長した場⇒
新しい『ふるさと』となることを目標
とする。

情報交換ウェブツールを用いた本学病院との間
の学習状況に関する情報の共有および交換

学部教育 卒後教育

入学定員100名
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

東北医科薬科大学病院

地域医療ネットワーク病院

県指定病院

各県の地域医療支援センター

卒業生交流支援センター修学資金医師支援センター

資料３
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本学で実施しているコホート研究の具体例 

① 岩手県大迫町における家庭血圧、２４時間自由行動下に基づく
疫学的研究

② 母子健康手帳・課程事故測定血圧に基づいた三世代（祖父母、
父母、児）の血圧・環境・遺伝要因連関と生活習慣病発症に関
する研究

③ 低線量 CTによる肺がん検診の精度および死亡減少効果評価の
ための個人単位ランダム化比較試験

資料4
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①　岩手県大迫町における家庭血圧、２４時間自由行動下に基づく疫学的研究

②　母子健康手帳・課程事故測定血圧に基づいた三世代（祖父母、父母、児）の血圧・環境・遺伝要因連関と生活習慣病発症に関する研究
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③低線量CTによる肺がん検診の精度および死亡減少効果評価のための個人単位ランダム化比較試験
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*

12 2000 126,926 
13 2001 127,316 
14 2002 127,486 
15 2003 127,694 
16 2004 127,787 
17 2005 127,768 
18 2006 127,901 
19 2007 128,033 
20 2008 128,084 
21 2009 128,032 
22 2010 128,057 
23 2011 127,834 
24 2012 127,593 
25 2013 127,414 
26 2014 127,237 

* E-stat https://www.e-stat.go.jp

* 29 , p. 36
https://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/j/zenkoku2017/pp_zenkoku2017.asp.

*

65
, %

27 2015 127,095 33,868 (26.6)

2 2020 125,325 36,192 (28.9)

7 2025 122,544 36,771 (30.0)

12 2030 119,125 37,160 (31.2)

17 2035 115,216 37,817 (32.8)

22 2040 110,919 39,206 (35.3)

27 2045 106,421 39,192(36.8)

32 2050 101,923 38,406 (37.7)

37 2055 97,441 37,042 (38.0)

42 2060 92,840 35,403 (38.1)

47 2065 88,077 33,810 (38.4)
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* 30 2018 , p. 16 p. 25
https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/t-page.asp.

6 *
2015 27 2040 22 2040 2015 = 100

65
%

65
%

65

2,334 600 (25.7) 1,933 733 (37.9) 82.8 122.2

1,308 394 (30.1) 909 403 (44.3) 69.5 102.3

1,280 389 (30.4) 958 395 (41.2) 74.8 101.5

1,023 346 (33.8) 673 320 (47.5) 65.8 92.5

1,124 346 (30.8) 834 342 (41.0) 74.2 98.8

1,914 549 (28.7) 1,426 602 (42.2) 74.5 109.7

6 8,983 2,624 (29.2) 6,733 2,795 (41.5) 75.0 106.5

127,095 33,868 (26.6) 110,919 39,206 (35.3) 87.3 115.8

* 2040 2040
30 4

https://www.soumu.go.jp/main_content/000548066.pdf.

2040
*

• 2040
•
• 2040

1.

2.

3.
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* 2040 2040
30 7

https://www.soumu.go.jp/main_content/000562117.pdf.

*

•

•

•
•

•

•

•

* 2050 26 3
https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk3_000043.html.

10

2050 *
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•

•

•

* 2021
https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2021/decision0618.html

11

2 12
https://www.chisou.go.jp/sousei/meeting/chihoudaigaku_miryokujitsugen/r3-03-02.html.

12

*
1.
2.

•
•
•
•
•
•
•
•

3.
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* 2021 3
6 . https://www.chisou.go.jp/sousei/info/index.html#an20.

13

*
•

•
12 22

•

•

*

POC (proof of 
concept)

POC

14

* 3 4
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/senryaku/index.html
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*
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/suisin/ketteisiryou/kakugi/r030406senryaku.pdf.

15

*
•

•

QOL

•
•

•

•
•

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000060713.html.

16
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*厚生労働省ホームページ　地域包括ケアシステム
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/

17

24

*厚生労働省ホームページ　地域包括ケアシステム
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* 2 2019
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000557577.pdf.

18

*

* 3 2020
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000666660.pdf.

19

*

*
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*厚生労働省ホームページ　地域医療構想
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000080850.html.

20
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養成する人材像 ディプロマ・ポリシー（DP） アドミッション・ポリシー（AP）

○

○

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

◎

◎

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

3つのポリシーと教育課程の対応表

◎は、DPに直結しており関連が強い。○は、DPに関する
能⼒形成に関与している。

DPⅠ

DPⅡ

DPⅢ

DPⅣ

６）上記の５つのカリキュラム・ポリシーに基づく教育を通じて、ディプロマ・
ポリシーで掲げる４つの能⼒を⾝に付けているかを、試験やレポート、グループ
討論・発表・質疑応答の態度や内容及び研究論⽂の完成度等により総合的に評価
を⾏う。

DPⅣ

DPⅠ

DPⅡ

DPⅢ

DPⅣ

建学の精神である「われら真理の
扉をひらかむ」を地域社会におい
て実践すべく、地域医療の課題解
決に向けて不断の努⼒で取り組む
ことができる医学・⽣命科学研究
者または⾼度専⾨職業⼈を養成す
る。この⼈材は、地域社会と共に
⽣きる豊かな⼈間性と⾼い倫理観
を備えつつ、⾼度な専⾨的視野を
有し医学・⽣命科学を発展させ、
持続可能な地域社会の構築に貢献
する強い使命感を持った⼈材であ
る。

DPⅠ

DPⅡ

DPⅢ
共
通
科
目

（

特
論
科
目
）

専
門
科
目

（

演
習
科
目
）

専
門
科
目

専
門
科
目

(
特
別
研
究
科
⽬

)
DPⅠ

DPⅡ

DPⅢ

DPⅣ

DPⅠ

DPⅣ

DPⅠ

DPⅡ

DPⅢ

DPⅣ

Ⅳ．【知⾒・技能の創造⼒】医学・⽣命科学に関
わる新たな知⾒・技能を創造できる。

４）質の⾼い研究を、他者と協⼒しながら、⾃⽴的に
実践し論⽂作成及び発表に必要とされる基本的な能⼒
（課題発⾒、研究計画⽴案、データの解析と考察、発
表など）を修得する。

カリキュラム・ポリシー（CP）

５）⾃⽴的に研究を遂⾏・展開し、新たな知⾒・技能
を創造できる能⼒を修得する。

１） 本学の建学の精神と教育理念を理解し、
医学・医療の⾼度で知的な素養を⾝につけ、
主体性を持って多様な⼈々と協働して社会に貢
献する強い意志を有する者を対象とします。

２） 医学が⼈間とその⽣命に深く関わる学問
であり、広い視野と豊かな⼈間性・倫理観が
求められることを強く⾃覚している者を対象
とします。

３） ⾃らが⽬指す研究領域あるいは医療領域
で⾼度な知識・技能を学ぶための基礎学⼒と
英語⼒を有し、⼤学院における研究及び修練
に積極的に取組む強い意志を有する者を対象
とします。

Ⅰ．【地域貢献】医学・⽣命科学研究者または⾼
度専⾨職業⼈として、強い使命感のもと、地域社
会の発展に貢献できる。

１）⽣命倫理及び研究倫理、研究デザインや基本的な
研究⽅法、統計解析、英語による情報の収集と発信な
どの研究の基盤となる能⼒を修得する。

２）豊かな⼈間性と⾼い倫理観及び地域社会との関わ
りを通じて、地域医療の現状と課題を本質的に理解・
洞察する⼒とその課題解決を通じて地域社会の発展に
寄与する使命感を醸成する。

Ⅱ．【地域医療の理解と課題発⾒・解決⼒】豊か
な⼈間性及び⾼い倫理観に加え、地域社会との関
わりを通じた地域医療の深い理解に基づき、医療
が抱える諸問題を発⾒し解決できる。

Ⅲ．【論理的思考能⼒・研究⼒】幅広い専⾨的知
識・技能と論理的思考能⼒を持って、研究を遂⾏
できる。

３）⾼度・先進的な知識・技能を深く学び、研究の展
開・考え⽅、研究倫理・⽣命倫理の順守、理論的思考
⼒や幅広い専⾨的視野を⾝につける。

DPⅡ

DPⅢ

授業科目
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番号 科⽬の名称 教育の内容・⽅法（CPより抜粋） 配当年次 単位 DP Ⅰ DP Ⅱ DP Ⅲ DP Ⅳ 単位数試算
1 ⽣命倫理・研究倫理概論 必修 ２ ○ ◎ ○ ○
2 研究⽅法概論 必修 １ ○ ○ ◎ ◎
3 医学統計学・医学統計演習 必修 １ ○ ○ ◎ ◎
4 医学英語 必修 １ ○ ◎ ◎ ◎

5 地域医学総論 必修 ２ ◎ ◎ ○ ○

6 地域医学各論 ◎ ◎ ○ ○

7 橋渡し研究・臨床試験各論 ○ ○ ◎ ◎

1 細胞⽣物学特論
2 組織解剖学特論
3 ⽣理学特論
4 神経科学特論
5 薬理学特論
6 病理学特論
7 医化学特論
8 微⽣物学特論
9 免疫学特論
10 放射線基礎医学特論
1 循環器内科学特論
2 呼吸器内科学特論
3 消化器内科学特論
4 糖尿病代謝内科学特論
5 腎臓内分泌内科学特論
6 ⾎液学特論
7 臨床免疫学特論
8 脳神経内科学特論
9 腫瘍内科学特論
10 精神科学特論
11 ⼩児科学特論
12 肝胆膵外科学特論
13 消化器外科学特論
14 呼吸器外科学特論
15 乳腺・内分泌外科学特論
16 ⼼臓⾎管外科学特論
17 脳神経外科学特論
18 ⽪膚科学特論
19 ⽿⿐咽喉科学特論
20 産婦⼈科学特論
21 泌尿器科学特論
22 形成外科学特論
23 放射線医学特論
24 臨床検査医学特論
25 免疫アレルギー病態学特論
1 地域医療管理学特論
2 疫学特論
3 法医学特論
4 地域医療学特論
5 整形外科学特論
6 リハビリテーション学特論
7 感染症学特論
8 腫瘍疫学特論

基礎
医学領域

1 基礎医学演習

臨床
医学領域

2 臨床医学演習

社会地域
医学領域

3 社会地域医学演習

1 特別研究Ⅰ １ 通 必修 ４ ◎ ◎ ◎ ◎

2 特別研究Ⅱ ２ 通 必修 ４ ◎ ◎ ◎ ◎

3 特別研究Ⅲ ３ 通 必修 ４ ◎ ◎ ◎ ◎

4 特別研究Ⅳ ４ 通 必修 ４ ◎ ◎ ◎ ◎

CP６）上記の５つのカリキュラム・ポリシーに基づく教育を通じて、ディプロマ・ポリシーで掲
げる４つの能⼒を⾝に付けているかを、試験やレポート、グループ討論・発表・質疑応答の態度
や内容及び研究論⽂の完成度等により総合的に評価を⾏う。

- - ◎ ◎ ◎ ◎ -

◎：授業科⽬がDPに直結しており関連が強い ○：授業内容がDPに対応している

16

2

4

専⾨科⽬

○ ◎ ◎

○ ◎○ ◎

全科⽬共通

7

1

社会地域
医学領域

特別研究
科⽬

CP １）⽣命倫理及び研究倫理、研究デザインや基本的な研究⽅法、統計解析、英語による情報
の収集と発信などの研究の基盤となる能⼒を修得する。
CP ２）豊かな⼈間性と⾼い倫理観及び地域社会との関わりを通じて、地域医療の現状と課題を
本質的に理解・洞察する⼒とその課題解決を通じて地域社会の発展に寄与する使命感を醸成す
る。
CP ３）⾼度・先進的な知識・技能を深く学び、研究の展開・考え⽅、研究倫理・⽣命倫理の順
守、理論的思考⼒や幅広い専⾨的視野を⾝につける。
CP ４）質の⾼い研究を、他者と協⼒しながら、⾃⽴的に実践し論⽂作成及び発表に必要とされ
る基本的な能⼒（課題発⾒、研究計画⽴案、データの解析と考察、発表など）を修得する。
CP ５）⾃⽴的に研究を遂⾏・展開し、新たな知⾒・技能を創造できる能⼒を修得する。

CP ４）質の⾼い研究を、他者と協⼒しながら、⾃⽴的に実践し論⽂作成及び発表に必要とされ
る基本的な能⼒（課題発⾒、研究計画⽴案、データの解析と考察、発表など）を修得する。

１年 後

選択必修
特論科⽬（主科
⽬）と同⼀領域
の１科⽬2単位を
含む1科⽬2単位

以上

特論科⽬

演習科⽬

基礎
医学領域

CP ３）⾼度・先進的な知識・技能を深く学び、研究の展開・考え⽅、研究倫理・⽣命倫理の順
守、理論的思考⼒や幅広い専⾨的視野を⾝につける。

１年 前

選択必修

主として専攻す
る領域の１科⽬2
単位（主科⽬）
と主として専攻
する領域及び他
の領域の１科⽬2
単位（副科⽬）
以上を含み２科
⽬４単位以上

臨床
医学領域

○

医学研究科医学専攻 カリキュラムマップ

科⽬区分

共通科⽬

１年 前

１年 後
選択必修

１科⽬１単位以
上

CP １）⽣命倫理及び研究倫理、研究デザインや基本的な研究⽅法、統計解析、英語による情報
の収集と発信などの研究の基盤となる知識や能⼒を修得する。
CP ２）豊かな⼈間性と⾼い倫理観及び地域社会との関わりを通じて、地域医療の現状と課題を
本質的に理解・洞察する⼒とその課題解決を通じて地域社会の発展に寄与する使命感を醸成す
る。

養成する⼈材像

ディプロマポリシー

建学の精神である「われら真理の扉をひらかむ」を地域社会において実践すべく、地域医療の課題解決に向けて不断の努⼒で取り組むことができる医学・⽣命科学研究者または⾼度専⾨職業⼈を養成する。
この⼈材は、地域社会と共に⽣きる豊かな⼈間性と⾼い倫理観を備えつつ、⾼度な専⾨的視野を有し医学・⽣命科学を発展させ、持続可能な地域社会の構築に貢献する強い使命感を持った⼈材である。
なお、持続可能な地域社会とは、地域社会のニーズに応じた安全・安⼼な医療が提供され、健やかな⽣活が全うされる社会である。

Ⅰ．【地域貢献】医学・⽣命科学研究者または⾼度専⾨職業⼈として、強い使命感のもと、地域社会の発展に貢献できる。
Ⅱ．【地域医療の理解と課題発⾒・解決⼒】豊かな⼈間性及び⾼い倫理観に加え、地域社会との関わりを通じた地域医療の深い理解に基づき、医療が抱える諸問題を発⾒し解決できる。
Ⅲ．【論理的思考能⼒・研究⼒】幅広い専⾨的知識・技能と論理的思考能⼒を持って、研究を遂⾏できる。
Ⅳ．【知⾒・技能の創造⼒】医学・⽣命科学に関わる新たな知⾒・技能を創造できる。
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学⽣ 研究指導教員による個別指導 学位審査委員会 研究科委員会

4⽉ 履修科⽬・テーマの決定 履修・テーマ設定指導（主研究指導教
員、以下の欄では主と略す）

⼊学志願時・⼊学時に学⽣の希望
をふまえて主研究指導教員を決定

5⽉ 学⽣と主研究指導教員が協議して
副研究指導教員を決定

6⽉
7⽉
8⽉ データ収集・分析・解釈 データ収集指導（主）
9⽉
10⽉ 倫理申請書作成・提出 倫理審査書類指導（主） 研究倫理セミナー開催
11⽉ 倫理審査修正・データ収集 倫理審査修正指導（主） 倫理審査書類の修正指⽰・承認
12⽉ 研究計画発表会
1⽉ データ収集・分析・解釈 データ収集指導（主）
2⽉
3⽉ データまとめ データまとめ指導（主・副） 1年次履修科⽬単位認定
4⽉
5⽉
6⽉
7⽉
8⽉
9⽉ データまとめ データまとめ指導（主・副）
10⽉ 研究倫理セミナー開催
11⽉
12⽉
1⽉
2⽉ 中間報告会開催
3⽉ データまとめ・学会抄録提出 学会抄録執筆指導（主・副） ２年次履修科⽬単位認定
4⽉ 論⽂執筆開始
5⽉
6⽉
7⽉ データ収集・分析・解釈
8⽉
9⽉ データまとめ・学会発表準備 学会発表指導（主）
10⽉ 学会発表・質疑応答対応 学会発表指導（主・副） 研究倫理セミナー開催
11⽉ 論⽂投稿準備
12⽉ 論⽂投稿
1⽉
2⽉
3⽉ ３年次履修科⽬単位認定
4⽉ 論⽂再投稿 論⽂投稿指導（主・副）
5⽉ 論⽂受理・校正対応 校正対応指導（主・副）
6⽉ 学位論⽂執筆開始
7⽉
8⽉
9⽉ 予備審査申請準備 予備審査申請準備指導（主）

10⽉ 予備審査申請・学位論⽂提出 学位論⽂執筆指導（主） 予備審査委員(主査１・副査２)の
選出、研究倫理セミナー開催

11⽉ 予備審査 予備審査準備指導（主・副）
予備審査委員による学位論⽂の評
価・修正指⽰及び予備審査結果報
告書提出

予備審査結果報告書受理

12⽉ 学位授与申請書提出 本審査委員(主査１・副査２)の選
出

1⽉ 本審査：学位論⽂の審査 本審査委員による学位論⽂の評
価・修正指⽰

2⽉ 本審査：最終試験、学⼒確認 本審査指導（主・副） 本審査委員による本審査要旨提出 学位論⽂審査判定

3⽉ 修了 4年次履修科⽬単位認定
学位承認

研究指導の標準スケジュール

データ収集指導（主）

データ収集指導（主）
論⽂執筆指導（主）

論⽂投稿指導（主・副）

追加データ収集・査読対応
データ収集指導（主）
査読対応指導（主・副）

学位論⽂修正指導（主・副）

4年前期

4年後期

1年前期

1年後期

2年前期

2年後期

3年前期

3年後期

論⽂抄読・研究計画⽴案
研究計画の指導（主・副研究指導教
員、以下の欄では主・副と略す）

学位論⽂執筆指導（主・副）学位論⽂執筆・追加データ収集

データ収集・分析・解釈 データ収集指導（主）

データ収集・分析・解釈
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育成する⼈材
⼊学者

医学・⽣命科学の
研究者・教員

医療の
⾼度専⾨職業⼈

医師
（研修医・専攻医を含む）

① ②

薬剤師
（学⼠：薬学、修⼠：薬科学）

薬学部（６年制）
卒業（学⼠）

③ ④

履修モデル
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基礎医学領域 臨床医学領域
社会地域
医学領域

１年
前期

⽣命倫理・研究倫
理概論
 （必修・２単位）

研究⽅法概論
 （必修・１単位）

医学統計学・医学
統計演習
 （必修・１単位）

医学英語
 （必修・１単位）

地域医学総論
 （必修・２単位）

（副）
病理学特論
 （選択・２単位）

（主）
消化器内科学特論
 （選択・２単位）

１年
後期

橋渡し研究・臨床
試験各論
 （選択・１単位）

臨床医学演習
 （選択・２単位）

研究倫理セミナー

２年
前期
２年
後期

研究倫理セミナー
中間報告会

３年
前期

３年
後期

研究倫理セミナー
学会発表・論⽂投
稿・査読対応

４年
前期

論⽂投稿・査読対
応

４年
後期

学位論⽂提出・予
備審査・本審査

単位数 ８単位 ２単位 １６単位 計３０単位

１）共通科⽬の必修5科⽬で、⽣命倫理と研究倫理の遵守事項、医学研究の基本的概念と具体的⼿法、医学統計、医学英語、
地域医学の概略について学び、専⾨科⽬を履修するための知識・技術・倫理の基盤を築く。また共通科⽬の選択科⽬として橋
渡し研究・臨床試験各論（1単位）を選択し、研究成果を臨床現場に還元するための⽅法論を学ぶ。

２）特論科⽬は主科⽬として消化器内科学特論（2単位）を、副科⽬として病理学特論（２単位）を履修することで、消化器
内科学における質の⾼い特別研究を実施するための最新の知⾒や課題を学修する。
３）演習科⽬として臨床医学演習（2単位）を履修することで、臨床医学領域の幅広い知識と様々な研究⼿法について学び、
特別研究の遂⾏に役⽴てる。
４）特別研究として4年間にわたり消化器内科学をテーマとした研究を⾏い、学位を取得する。

特別研究I
 （必修・４単位）

４単位

特別研究II
 （必修・４単位）

特別研究III
 （必修・４単位）

特別研究IV
 （必修・４単位）

演習科⽬ 特別研究科⽬

備考

履修モデル①：医師で医学・⽣命科学の研究者・⼤学教員志望

年次
学期

共通科⽬

専⾨科⽬

特論科⽬

資料24-①

-設置等の趣旨（資料）-23-

40157
テキストボックス



基礎医学領域 臨床医学領域
社会地域
医学領域

１年
前期

⽣命倫理・研究
倫理概論
 （必修・２単位）

研究⽅法概論
 （必修・１単位）

医学統計学・医
学統計演習
 （必修・１単位）

医学英語
 （必修・１単位）

地域医学総論
 （必修・２単位）

（主）
病理学特論
（選択・２単位）

（副）
乳腺・内分泌
外科学特論
（選択・２単位）

１年
後期

地域医学各論
 （選択・１単位）

基礎医学演習
 （選択・２単位）

研究倫理セミナー

２年
前期
２年
後期

研究倫理セミナー
中間報告会

３年
前期

３年
後期

研究倫理セミナー
学会発表・論⽂投
稿・査読対応

４年
前期

論⽂投稿・査読対
応

４年
後期

学位論⽂提出・予
備審査・本審査

単位数 ８単位 ２単位 １６単位 計３０単位

演習科⽬ 特別研究科⽬

備考

履修モデル②：医師で地域の中核病院の⾼度専⾨職業⼈志望

年次
学期

共通科⽬

専⾨科⽬

特論科⽬

特別研究I
 （必修・４単位）

４単位

特別研究II
 （必修・４単位）

特別研究III
 （必修・４単位）

特別研究IV
 （必修・４単位）

１)共通科⽬の必修5科⽬で、⽣命倫理と研究倫理の遵守事項、医学研究の基本的概念と具体的⼿法、医学統計、医学英語、
地域医学の概略について学び、専⾨科⽬を履修するにあたっての知識・技術・倫理の基盤を築く。また共通科⽬の選択科⽬と
して地域医学各論（1単位）を履修することで、地域医療における具体的課題を学修する。
２)特論科⽬は主科⽬として病理学特論（2単位）を、副科⽬として乳腺・内分泌外科学特論（2単位）を履修することで、悪
性腫瘍を中⼼とした乳腺疾患における質の⾼い特別研究を実施するための最新の知⾒や課題を学修する。
３)演習科⽬として基礎医学演習（2単位）を履修することで、基礎医学領域の幅広い知識と様々な研究⼿法について学び、
特別研究の遂⾏に役⽴てる。
４)特別研究として4年間にわたり乳腺腫瘍の病理学的解析の研究を⾏い、学位を取得する。
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基礎医学領域 臨床医学領域
社会地域
医学領域

１年
前期

⽣命倫理・研究
倫理概論
 （必修・２単位）

研究⽅法概論
 （必修・１単位）

医学統計学・医
学統計演習
 （必修・１単位）

医学英語
 （必修・１単位）

地域医学総論
 （必修・２単位）

（主）
免疫学特論
（選択・２単位）

（副）
免疫アレルギー病
態学特論
（選択・２単位）

１年
後期

橋渡し研究・臨
床試験各論（選
択・１単位）

基礎医学演習
 （選択・２単位）

研究倫理セミナー

２年
前期
２年
後期

研究倫理セミナー
中間報告会

３年
前期

３年
後期

研究倫理セミナー
学会発表・論⽂投
稿・査読対応

４年
前期

論⽂投稿・査読対
応

４年
後期

学位論⽂提出・予
備審査・本審査

単位数 ８単位 ２単位 １６単位 計３０単位

演習科⽬ 特別研究科⽬

備考

履修モデル③：学⼠薬学（６年制）で⽣命科学の研究者・⼤学教員志望

年次
学期

共通科⽬

専⾨科⽬

特論科⽬

特別研究I
 （必修・４単位）

４単位

特別研究II
 （必修・４単位）

特別研究III
 （必修・４単位）

特別研究IV
 （必修・４単位）

１）共通科⽬の必修5科⽬で、⽣命倫理と研究倫理の遵守事項、医学研究の基本的概念と具体的⼿法、医学統計、医学英語、
地域医学の概略について学び、専⾨科⽬を履修するための知識・技術・倫理の基盤を築く。また共通科⽬の選択科⽬として橋
渡し研究・臨床試験各論（1単位）を選択し、基礎研究成果を臨床現場に還元するための⽅法論を学ぶ。
２）特論科⽬は主科⽬として免疫学特論（2単位）を、副科⽬として免疫アレルギー病態学特論（2単位）を履修することで、
免疫学および関連分野における質の⾼い特別研究を実施するための最新の知⾒や課題を学修する。
３）演習科⽬として基礎医学演習（2単位）を履修することで、基礎医学領域の幅広い知識と様々な研究⼿法について学び、特
別研究の遂⾏に役⽴てる。
４）特別研究として4年間にわたり免疫学をテーマとした研究を⾏い、学位を取得する。
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基礎医学領域 臨床医学領域
社会地域
医学領域

１年
前期

⽣命倫理・研究
倫理概論
 （必修・２単位）

研究⽅法概論
 （必修・１単位）

医学統計学・医
学統計演習
 （必修・１単位）

医学英語
 （必修・１単位）

地域医学総論
 （必修・２単位）

（副）
薬理学特論
（選択・２単位）

（主）
腫瘍内科学特論
（選択・２単位）

１年
後期

橋渡し研究・臨
床試験各論
 （選択・１単位）

臨床医学演習
 （選択・２単位）

研究倫理セミナー

２年
前期
２年
後期

研究倫理セミナー
中間報告会

３年
前期

３年
後期

研究倫理セミナー
学会発表・論⽂投
稿・査読対応

４年
前期

論⽂投稿・査読対
応

４年
後期

学位論⽂提出・予
備審査・本審査

単位数 ８単位 ２単位 １６単位 計３０単位

１）共通科⽬の必修5科⽬で、⽣命倫理と研究倫理の遵守事項、医学研究の基本的概念と具体的⼿法、医学統計、医学英語、
地域医学の概略について学び、専⾨科⽬を履修するための知識・技術・倫理の基盤を築く。また共通科⽬の選択科⽬として橋
渡し研究・臨床試験各論（1単位）を選択し、研究成果を臨床現場に還元するための⽅法論を学ぶ。
２）特論科⽬は主科⽬として腫瘍内科学特論（2単位）を、副科⽬として薬理学特論（２単位）を履修することで、悪性腫瘍の
薬物治療における質の⾼い特別研究を実施するための最新の知⾒や課題を学修する。
３）演習科⽬として臨床医学演習（2単位）を履修することで、臨床医学領域の幅広い知識と様々な研究⼿法について学び、特
別研究の遂⾏に役⽴てる。
４）特別研究として4年間にわたり悪性腫瘍の薬物治療をテーマとした研究を⾏い、学位を取得する。

特別研究I
 （必修・４単位）

４単位

特別研究II
 （必修・４単位）

特別研究III
 （必修・４単位）

特別研究IV
 （必修・４単位）

演習科⽬ 特別研究科⽬

備考

履修モデル④：修⼠号を有する薬剤師で⾼度な専⾨治療に関わる部⾨責任を担う⾼度専⾨職業⼈志望

年次
学期

共通科⽬

専⾨科⽬

特論科⽬
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東北医科薬科大学大学院長期履修取扱細則 

制定 令和４年４月１日 

（趣旨） 

第１条  この細則は、東北医科薬科大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第４条

第３項の規定に基づき、標準修業年限を超えた一定の期間にわたる計画的な履修（以下

「長期履修」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（対象） 

第２条  長期履修の申請をすることができる者は、次のいずれかに該当する者とする。 

(１) 職業を有し、又は有する予定の者（自営業等を含む。）であって、主として当該収入に

より生計を維持し、その職務の事情により著しく学修時間の制約を受ける者。

(２) 育児、介護等に従事し、又は従事する予定の者であって、その事情により著しく学修

時間の制約を受ける者。

(３) その他特別の事情（研究スケジュールの遅延等に起因するものを除く。）により著しく

学修時間の制約を受ける者。

（長期履修の期間） 

第３条  長期履修の期間は、１年単位とする。 

２ 長期履修の期間と長期履修を適用せずに在学する期間を通算して、大学院学則第 5 条

各号に規定する在学年限を超えないものとする。 

３ 休学期間は長期履修期間に算入しない。 

（申請） 

第４条  長期履修を志願する者は、指導教授の承諾を得たうえで、次に掲げる書類を学長

に提出しなければならない。 

（１）長期履修申請書（様式第１号）

（２）長期履修計画書

（３）長期履修が必要であることを証明する書類

（４）その他学長が必要と認める書類

２ 前項の申請は、入学を志願する者は入学手続期間内に、在学する者は長期履修の開始

を希望する年度の前年度の１月末までに行わなければならない。 

（長期履修の許可） 

第５条  前条の申請に対しては、研究科委員会の議を経て、学長が許可する。 

（長期履修者の早期修了） 

第６条 長期履修を許可された者（以下「長期履修学生」という。）には、大学院学則第 15

条第 1項第２号及び第３号に定める早期修了の規定は適用しない。 

（長期履修期間の変更） 
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第７条  長期履修学生が、履修期間の延長または短縮を希望する場合は、長期履修期間変

更申請書（様式第２号）及び第４条第１項第２号から第４号までに定める書類を、変更を

希望する年度が開始する前年度の１月末日までに、学長に提出しなければならない。 

２  前項の変更申請については、研究科委員会の議を経て、学長が許可する。 

３  長期履修期間の変更は、１年単位で、在学中に１回限りとし、あらかじめ指導教授に相

談のうえ承認を得る。 

４  期間変更が許可された場合の学費は、第９条に基づき再計算を行う。 

（長期履修の許可の取消し） 

第８条  長期履修学生が大学院学則及び本細則に違反したとき、学生としての本分に反す

る行為をしたとき又は長期履修に関し虚偽の申請をしたことが判明したときは、学長は、

研究科委員会の議を経て、長期履修の許可を取り消すことができる。 

（授業料等） 

第９条  授業料は、標準修業年限までに納付すべき授業料総額を履修年数で除した額とす

る。 

２  長期履修学生は、TA または RA に応募することはできない。   

（補則） 

第 10 条  この細則に定めるもののほか、この長期履修の実施に関し必要な事項は、研究科

委員会の意見を聴き、大学運営会議の議を経て、学長が定める。 

（改廃） 

第 11 条  この細則の改廃は、研究科委員会の発議により、大学運営会議の議を経て、理事

長の承認を得て行う。 

（事務） 

第 12 条  この細則に関する事務は、学務部教務課が行う。 

 

附   則 

この細則は、令和４年４月１日から施行する。 
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様式第１号 

年  月  日 

 

長期履修申請書 

 

東北医科薬科大学長 殿 

        所  属            

         学籍番号            

                    氏名(自署)            

 

東北医科薬科大学大学院長期履修細則第 4 条に基づき、下記により長期にわたる履

修を行いたいので、関係書類を添えて申請します。 

 

入学年月日  年 月 日 
入  学 

入 学 予 定 

希望長期履修期間 年   月   日  ～   年  月  日 

長期履修を必要とする理由  

研究指導教員所見等 

 

 

 

氏名(自署)                        

 

※本申請書に、長期履修計画書（様式任意）、長期履修が必要であることを証明する書類を添付し、 

学務部教務課に提出すること。 
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様式第２号 

年  月  日 

 

長期履修期間変更申請書 

 

東北医科薬科大学長 殿 

        所  属            

         学籍番号            

                     氏名(自署)            

 

東北医科薬科大学大学院長期履修細則第 7 条に基づき、下記により長期履修期間の

（短縮・延長）変更を行いたいので、関係書類を添えて申請します。 

 

入学年月日  年 月 日 入  学 

現在の長期履修期間 年   月   日  ～   年  月  日 

変更希望履修期間 
（ 短 縮 ・ 延 長 ） ※該当を丸で囲むこと。 

年   月   日  ～   年  月  日 

長期履修期間の変更を 

必要とする理由 
 

研究指導教員所見等 

 

 

 

氏名(自署)                        

 

※本申請書に、長期履修計画書（様式任意）、長期履修が必要であることを証明する書類を添付し、 

学務部教務課に提出すること。 
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基礎医学領域 臨床医学領域
社会地域
医学領域

１年
前期

⽣命倫理・研究倫
理概論
（必修・２単位）
研究⽅法概論
（必修・１単位）
医学統計学・医学
統計演習
（必修・１単位）
医学英語
（必修・１単位）

（主）
病理学特論
（選択・２単位）

１年
後期

研究倫理セミナー

２年
前期

地域医学総論
（必修・２単位）

（副）
乳腺・内分泌外科学特論
（選択・２単位）

２年
後期

地域医学各論
（選択・１単位）

基礎医学演習
（選択・２単位）

３年
前期

３年
後期

研究倫理セミナー
中間報告会

４年
前期

４年
後期

研究倫理セミナー

５年
前期

学会発表
論⽂作成

５年
後期

論文投稿・査読対
応

６年
前期

６年
後期

単位数 ８単位 ２単位 １６単位 計３０単位

⻑期履修モデル（6年間）：医師で地域の中核病院の⾼度専⾨職業⼈志望

年次
学期

共通科目

専門科目

備考

特論科目

演習科目 特別研究科目

４単位

特別研究IV
 （必修・４単位）

特別研究III
 （必修・４単位）

１)1,2年次において、共通科⽬の必修5科⽬で、⽣命倫理と研究倫理の遵守事項、医学研究の基本的概念と具体的⼿法、医
学統計、医学英語、地域医学の概略について学び、専⾨科⽬を履修するにあたっての知識・技術・倫理の基盤を築く。また
共通科⽬の選択科⽬として地域医学各論（1単位）を履修することで、地域医療における具体的課題を学修する。
２)特論科⽬は主科⽬として病理学特論（2単位）を1年次前期に、副科⽬として乳腺・内分泌外科学特論（2単位）を２年
次前期に履修することで、悪性腫瘍を中⼼とした乳腺疾患における質の⾼い特別研究を実施するための最新の知⾒や課題を
学修する。
３)2年次後期において、演習科⽬として基礎医学演習（2単位）を履修することで、基礎医学領域の幅広い知識と様々な研
究⼿法について学び、特別研究の遂⾏に役⽴てる。
４)特別研究Iの1〜１２回（研究課題の決定）は１年次前後期に、１３〜３０回（基本的実験⼿技習得）を２年次前後期に
⾏う。特別研究II（１〜３０回、データ収集）は３年次に⾏う。特別研究IIIは１〜２１回（データ収集）を４年次前後期
に、２２回〜３０回（学会発表、論⽂作成・投稿）を５年前期に⾏う。特別研究IVは１〜１２回（論⽂投稿、査読対応）を
５年次後期に、１３〜３０回（学位論⽂作成、学位発表準備）を６年次前後期に⾏う。

特別研究II
（必修・４単位）

特別研究I
 （必修・４単位）

学位論文提出・予
備審査・本審査
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東北医科薬科大学特任教授に関する規程 
平成 25 年４月１日 制定 
改正 平成 28 年４月１日   
 （趣旨） 
第１条 この規程は、東北医科薬科大学（以下「本学」という。）における教育研究活動 
等の充実及び活性化を図ることを目的に、期間を定めて任用する特任教授に関し必要な 
事項を定める。 
（資格） 

第２条 特任教授になることができる者は、以下のとおりとする。 
(１) 本学教授の定年年齢に達した者
(２) 本学以外の教育研究機関等を定年退職した者又はこれに準ずる退職者
(３) その他特に学長が認めた者
（選考及び任用方法）

第３条 特任教授の選考は、学長が行う。ただし、特任教授が教育を担当するときは、原 
則として、教授会又は研究科委員会の資格審査に付さなければならない。 

２ 特任教授の任用は、理事会の承認を得て、理事長が行う。 
（選考基準） 

第４条 特任教授の選考基準は、別に定める。 
（職務） 

第５条 特任教授は、教育、研究、及び大学運営のうち、学長から特に命じられた職務に 
従事する。 
（教授会等へ関与） 

第６条 特任教授は、教授会又は研究科委員会の構成員としない。ただし、学長が認めた 
ときは、当該会議に出席することができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、本学の専任教授から引き続き特任教授になった者は、原則 
として、教授会又は研究科委員会の構成員とする。 

３ 特任教授は、各種委員会の委員になることができる。 
（雇用期間） 

第７条 特任教授の雇用期間は、１年以内とする。 
２ 前項の規定にかかわらず、特任教授については、本学が必要と認めるときは、原則と 
して、５年を超えない範囲で更新することができる。 

 （雇用契約及び労働条件） 
第８条 特任教授を任用し、又は任用を更新しようとする場合は、雇用契約を締結するも 
のとする。 

２ 特任教授の勤務態様、給与等の雇用条件は、前項により個別に締結する雇用契約によ 
る。 
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３ 特任教授については、退職手当を支給しない。 
 （就業に関する規定の準用） 
第９条 特任教授の就業に関し、この規程に定めのない事項については、特に適用が困難 
であると本学が判断した部分を除き、学校法人東北医科薬科大学非常勤教職員就業規則 
の規定を準用する。 
（改廃） 

第 10 条 この規程の改廃は、理事長の発議により理事会の議を経て決定する。 
   附 則 
１ この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。 
２ 教授の特別任用に関する内規は、廃止する。 
３ 施行日の前日において、教授の特別任用に関する内規に基づく特別任用教授であった 
者で、引き続きこの規程の特任教授となった者は、第６条第２項に規定する本学の専任 
教授から引き続き特任教授になったものとみなす。 

   附 則（平成 28 年４月１日） 
この規程は、平成 28 年４月１日から施行する。 
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東北医科薬科大学大学院医学研究科学位論文取扱内規 

制定 令和５年４月１日 

第１章 総則 

（総則） 

第１条 この取扱内規は東北医科薬科大学学位規程（以下「学位規程」という。）第５条に基づき、大学院

医学研究科（以下「本研究科」という。）における学位論文申請及び審査等について、必要な事項を定め

るものとする。 

第２章 学位論文審査の申請 

（学位論文の提出資格） 

第２条 学位規程第５条第１項に基づき博士（医学）の学位授与を申請できる者は、本研究科に４年以上在

学し、必要な研究指導を受けた上、所定の単位を修得した者又は所定の単位を修得する見込みがある者と

する。ただし、本研究科に在学し、優れた研究業績を上げた者で、所定の要件を満たした場合について、

在学期間を短縮して学位授与の申請ができるものとする。 

（申請できる学位論文） 

第３条 学位論文は、論文掲載審査委員会のある学術誌に掲載（掲載予定を含む）あるいは投稿受理の論文

１報以上をもって作成するものとする。うち１報はFirst Authorであり、英文のRegular Articleなどい

わゆるFull Paperもしくはそれに相当するものが望ましい。Short Reportも可とするが、Proceedingは不

可とする。なお、申請者が筆頭著者あるいは筆頭者相当の共著論文を学位論文として提出し、学位授与の

申請を行う場合には、他の共著者全員からの同意を要するものとする。 

２ 社会人入学者および外国人特別選抜入学者にあっては、学位論文は、論文掲載審査委員会のある学術誌

に掲載（掲載予定を含む）あるいは投稿受理の論文１報以上をもって作成するものとする。うち１報は

First Authorであり、英文のRegular ArticleなどいわゆるFull Paperもしくはそれに相当するものが望

ましい。Short Reportも可とするが、Proceedingは不可とする。なお、申請者が筆頭著者あるいは筆頭者

相当の共著論文を学位論文として提出し、学位授与の申請を行う場合には、他の共著者全員からの同意を

要するものとする。 

３ 学位論文は、和文または英文で作成する。 

 （学位論文の提出） 

第４条 学位規程第６条第１項に基づき学位論文の審査を申請するものは、次に上げる必要書類に審査手数

料を添え、所定の時期に本研究科長に提出するものとする。 

（１）学位提出書 １通

（２）学位論文 １部（学位論文の作成にあたって基礎となった論文において、掲載予定の論文は掲載証

明書を、投稿受理の論文は受理証明書を1部添付のこと）

（３）論文目録 １通

（４）論文内容要旨（4,000字前後） １部

（５）履歴書 1部

（予備審査の実施）

第５条 学位規程第６条第２項に基づき、本研究科長は、前条の学位論文を受理したときは、本研究科委員
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会の予備審査に付す。 

 

第３章 学位論文の審査及び議決 

（予備審査の方法） 

第６条 本規程第５条に基づき、本研究科委員会は、本規程第４条により提出された書類について予備審査

を行うため、予備審査委員会を設置する。 

２ 前項に定める予備審査委員会の委員（以下、予備審査委員）は３名とし、主任審査委員（以下「主

査」）１名、副審査委員（以下「副査」）２名を、本研究科所属の関連領域の専任教授等から選出する。な

お、予備審査委員は主・副研究指導教員以外の教員をもって充てるものとする。但し、特異な分野を審査す

る場合には、この限りではない。必要と認めたときは、他の大学院等の教員等に学位論文の審査を委嘱する

ことができる。 

３ 予備審査委員の任期は、１年とする。 

４ 予備審査は、学位論文の審査と共に、学生の研究についてのプレゼンテーションとその後の質疑応答に

より行う。 

５ 予備審査委員会は、本規程第13条「医学専攻博士課程博士論文審査基準」（ア）に基づき審査し、予備

審査結果報告書を本研究科委員会に提出する。 

（本審査の指示） 

第７条 本研究科委員会は、予備審査結果報告書に基づき、学位論文受理の可否を審議する。審議の結果、

学位論文受理を可とした者に対して、本規程第８条で定める審査委員会で本審査を行う。 

 （審査委員会） 

第８条 学位規程第５条に基づき申請され、本規程第７条によって受理された学位論文の本審査を行うた

め、本研究科委員会は、審査委員会を設置する。 

２ 前項に定める審査委員会の委員（以下、本審査委員）は３名とし、主査１名、副査２名を、本研究科所

属の専任教授等から選出する。当該学生の予備審査委員となった教員は本審査委員に選出されない。なお、

本審査委員は主・副研究指導教員以外の教員をもって充てるものとする。但し、特異な分野を審査する場合

には、この限りではない。必要と認めたときは、他の大学院等の教員等に学位論文の審査を委嘱することが

できる。 

３ 審査委員会は、学位論文の審査、最終試験及び学力の確認を行い、本規程第13条「医学専攻博士課程博

士論文審査基準」（ア）〜（ウ）に基づき審査し、本審査要旨を本研究科委員会に提出する。 

（最終試験） 

第９条 学位規程第５条に基づく学位申請について、最終試験を行うものとする。最終試験は、本研究科委

員全員出席のもとに論文を発表させた後、副査及び本研究科委員等が質問し、これに応答させるものとす

る。 

（学力確認） 

第10条 学位規程第５条に基づく学位申請について、学力の確認を行うものとする。学力の確認は、東北医

科薬科大学医学研究科外国語試験をもって代える。 

（議決方法） 

第11条 本研究科委員会において学位論文の合否判定は、本審査要旨に基づき審議し、無記名投票によるも

のとする。 

（合否判定後の論文提出） 

第12条 前条の議決によって学位論文審査が合格となったときは、申請者に、所定の様式により印刷製本し
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た学位論文の提出を求めるものとする。 

（医学専攻博士課程博士論文審査基準） 

第13条 学位論文の審査基準として、学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、以下を定

める。 

(ア)博士（医学）の学位論文としての評価 

・学術的および社会的重要性・妥当性 

・研究計画・方法の妥当性 

・研究の独創性及び新規性 

・倫理的配慮 

・論旨の明確性・一貫性 

(イ)論文発表の評価 

・専門知識 

・研究力 

・研究意欲 

・研究発信力 

(ウ)英語読解力の評価 

 

第４章 雑則 

（改廃） 

第14条 この内規は、医学研究科委員会の議を経て改廃する。 

 

附 則 

この内規は、令和５年４月１日から施行する。 

 

-設置等の趣旨（資料）-36-



時間割 
医学研究科医学専攻時間割モデル「平日日中の履修で修了を目指す時間割」および「平日夜間及び土曜日日中の履修で修了を目指

す時間割（斜体で記載）（14 条特例対応）」 

月 火 水 木 金 土 備考 

1 時限 

9：00−10：

30 

前期 
D1 ( 主 ) 特 論

（e.g.消化器
内科学特論） 

D2

D3

D4

後期 
D1

D2

D3

D4

2 時限 

10 ： 40 −

12：10 

前期 
D1 生命倫理・研

究倫理概論 

研究方法概論 医学統計学・

医学統計演習 

医学英語 地域医学総論 ( 副 ) 特 論
（e.g.病理学
特論） 

D2

D3

D4

後期 
D1 橋渡し研究・

臨床試験各論 

臨床医学演習 

D2

D3

D4

3 時限 

13 ： 00 −

14：30 

前期 
D1 ( 主 ) 特 論

（e.g.消化器

内科学特論） 

( 副 ) 特 論

（e.g.病理学

特論） 

特別研究 I 

D2 特別研究 II 

D3 特別研究 III 

D4 特別研究 IV 

後期 
D1 特別研究 I 

D2 特別研究 II 

D3 特別研究 III 

D4 特別研究 IV 

4 時限 

14 ： 40 −

16：10 

前期 
D1 特別研究 I 

D2 特別研究 II 

D3 特別研究 III    

D4 特別研究 IV    

後期 
D1 特別研究 I    

D2 特別研究 II    

D3 特別研究 III    

D4 特別研究 IV    

5 時限 

16 ： 20 −

17：50 

前期 
D1

D2

D3   

D4  

後期 
D1

D2

D3

D4

6 時限 

18:00-

19:30 

前期 
D1 生命倫理・研

究倫理概論 
研究方法概論 医学統計学・

医学統計演習 
医学英語 地域医学総論 

D2 

D3 

D4 

後期 
D1 橋渡し研究・

臨床試験各論 
臨床医学演習 

D2 

D3 

D4 

7 時限 

19:45-

21:15 

前期 
D1

D2

D3

D4

後期 
D1

D2

D3

D4

特論科目（4 単位以上）
及び特別研究科目Ⅰ〜
Ⅳ（16 単位）について
は、特論担当教員及び
研究指導教員と学生が
相談の上、学生の都合
の合う時間帯で特論及
び研究指導を実施する
ものとする。 
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学位規程 

昭和 37年４月１日 制定 

改正 昭和 39 年４月１日 昭和 41年４月１日 

昭和 44 年４月１日 昭和 50年４月１日 

昭和 52 年４月１日 平成３年 12月１日 

平成８年４月１日 平成９年４月１日 

平成 14 年 12月７日 平成 18年４月１日 

平成 19 年４月１日 平成 22年４月１日 

平成 24 年４月１日 平成 26年１月 25日 

平成 28 年４月１日 令和４年２月 17日 

令和５年４月１日 

（趣旨） 

第１条 学位規則（昭和 28 年文部省令第９号）第 13条の規定に基づき、東北医科薬科大学

（以下「本学」という。）が授与する学位については、東北医科薬科大学学則（以下「学則」

という。）及び東北医科薬科大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）に定めるものの

ほか、この規程の定めるところによる。 

（学位） 

第２条 本学において授与する学位は、次に掲げる７種とする。 

学士（医学、薬科学、薬学） 

修士（薬科学） 

博士（医学、薬科学、薬学） 

（学士の学位授与の要件） 

第３条 学士の学位は、学則の定めるところにより、学部を卒業した者に授与する。 

（修士の学位授与の要件） 

第４条 修士の学位は、大学院学則に定めるところにより、薬学研究科薬科学専攻博士課程

（前期課程）を修了した者に授与する。 

（博士の学位授与の要件） 

第５条 博士の学位は、大学院学則に定めるところにより、医学研究科医学専攻博士課程、

薬学研究科薬科学専攻博士課程（後期課程）及び薬学研究科薬学専攻博士課程を修了した者

に授与する。 

２ 博士の学位は、前項に定める博士課程を経ない者であっても、学位論文の審査に合格し、

かつ、博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することを確認された者に対して授与

することができる。 

（課程による者の学位論文の提出） 

第６条 本学大学院の課程による者の学位論文は、学位提出書に学位論文、履歴書、論文目

録及び論文内容要旨を添え、研究科長に提出するものとする。 
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２ 研究科長は、前項の学位論文を受理したときは、研究科委員会の審査に付さなければな

らない。 

（課程を経ない者の学位授与の申請） 

第７条 第５条第２項の規定により学位の授与を申請する者は、学位申請書に学位論文、履

歴書、論文目録、論文内容要旨及び別表第１に定める学位審査料を添え、学長に申請するも

のとする。 

２ 学長は、前項の学位の授与の申請を受理したときは、研究科委員会に審査させる。 

（学位論文） 

第８条 学位論文は、１編に限る。ただし、参考として他の論文を提出することができる。 

２ 審査のために必要があるときは、学位論文の副本、訳本、模型又は標本等の材料を提出

させることがある。 

（学位論文及び学位審査料の返付） 

第９条 受理した学位論文及び学位審査料はいかなる事由があっても返付しない。 

（審査委員） 

第 10 条 研究科委員会は、第６条第２項の規定により、学位論文が審査に付されたとき、

又は第７条第２項の規定により学位の審査を命ぜられたときは、研究科委員会構成員のう

ちから２名以上の審査委員を選出して、学位論文の審査及び最終試験又は学力の確認を委

嘱しなければならない。 

２ 研究科委員会は、必要と認めたときは、前項の規定にかかわらず他の大学院等の教員等

に学位論文の審査を委嘱することができる。 

（審査期間） 

第 11条 学位論文の審査、最終試験及び学力の確認は、学位論文又は学位の授与の申請を

受理した後１年以内に、学位を授与できる者か否かを決定できるよう終了しなければなら

ない。ただし、特別の事由があるときは、研究科委員会の議を経て、その期間を延長するこ

とができる。 

（論文審査の方法） 

第 12条 第５条第２項の規定により学位の申請を受理した者についての学位論文の審査に

あたっては、面接試験を行うものとする。ただし、研究科委員会が、特別の事由があると認

めた場合は、面接試験を行わないことができる。 

（最終試験） 

第 13条 最終試験は、学位論文の審査が終った後に学位論文を中心として、これに関連の

ある科目について、筆答又は口頭により行うものとする。 

（学力確認の方法） 

第 14条 学力の確認は、学位論文に関連ある専攻分野の科目及び外国語について行うもの

とする。 

２ 学力の確認は、前項の規定にかかわらず、研究科委員会が特別の事由があると認めた場
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合は、学位論文に関連ある専攻分野の科目についてのみ行い、又は別に定めるところにより

行うことができる。 

（審査の省略） 

第 15条 審査委員は、学位論文の審査の結果、不合格と判定したときは、最終試験及び学

力確認を行わないものとする。 

（審査委員の報告） 

第 16条 審査委員は、審査が終了したときは、直ちに結果を研究科委員会に報告しなけれ

ばならない。 

（研究科委員会の議決） 

第 17条 研究科委員会で学位を授与できる者と議決するには、研究科委員会構成員（海外

出張中、休職中、その他研究科委員会がやむを得ない事由があると認めた者を除く）の３分

の２以上の出席を必要とし、かつ、その３分の２以上の賛成がなければならない。 

  （削除） 

（研究科長の報告） 

第 18条 研究科委員会で学位を授与できる者と議決したときは、研究科長は、学位論文に

学位論文審査及び最終試験又は学力確認の結果の要旨を添えて、学長に報告しなければな

らない。 

２ 研究科委員会において、第５条第２項の規定により学位の授与を申請した者に対して、

学位を授与できない者と議決したときは、研究科長は、学位論文に博士論文審査及び学力確

認の結果の要旨を添えて、学長に報告しなければならない。ただし、第 15条の規定により

学力確認を行わないときは、学力確認の結果の要旨を添付することを要しない。 

（学位の授与） 

第 19 条 学長は、前条第１項の規定による報告に基づいて、学位を授与するものとする。 

２ 学長は、前条第２項の規定による報告に基づいて、その旨を本人に通知するものとする。 

（学位論文の要旨等の公表） 

第 20 条 学長は、博士の学位を授与したときは、当該学位を授与した日から３月以内に、

その学位論文の内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨をインターネットの利用により公

表しなければならない。 

（学位論文の公表） 

第 21条 博士の学位を授与された者は、授与された日から１年以内に、その学位論文の全

文をインターネットの利用により公表しなければならない。ただし、学位を授与される前に

すでに公表したときはこの限りでない。 

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない理由がある場合

は、学長の承認を受けて、当該学位論文の全文に代えてその内容の要約したものを公表する

ことができる。この場合、学長は、その学位論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものと

する。 
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３ 第１項の規定により公表する場合は、その学位論文に「東北医科薬科大学審査学位論文

（博士）」、前項については博士論文の要旨に「東北医科薬科大学審査学位論文（博士）要旨」

と明記しなければならない。 

４ 博士の学位を授与された者が行う前３項の規定による公表は、原則として東北医科薬

科大学機関リポジトリにより行うものとする。 

（学位授与の取消） 

第 22条 学位を授与された者が次の各号の一に該当するときは、学長は、研究科委員会の

議決を経て、すでに授与した学位を取消し、学位記を返付させ、かつ、その旨を公表するも

のとする。 

(１) 不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明したとき。

(２) 授与された学位の名誉を汚辱する行為を行ったとき。

２ 研究科委員会において前項の議決を行う場合は、第 17条の規定を準用する。 

（学位記及び書類） 

第 23条 学位記及び学位授与関係の書類の様式は、別表第２のとおりとする。 

（雑則） 

第 24条 この規程に定めるもののほか、学位審査に関し必要な事項は、研究科委員会及び

教授会において別に定める。 

（改正） 

第 25条 本規程の改正は研究科委員会または教授会の意見を聴き、大学運営会議の議を経

て、理事会の承認を得て行う。 

附 則 

この規程は、昭和 37 年４月１日から施行する。 

附 則（昭和 39 年４月１日） 

この規程は、昭和 39 年４月１日から施行する。 

附 則（昭和 41 年４月１日） 

この規程は、昭和 41 年４月１日から施行する。 

附 則（昭和 44 年４月１日） 

この規程は、昭和 44 年４月１日から施行する。 

附 則（昭和 50 年４月１日） 

この規程は、昭和 50 年４月１日から施行する。 

附 則（昭和 52 年４月１日） 

この規程は、昭和 52 年４月１日から施行する。 

附 則（平成３年 12 月１日） 

この規程は、平成３年 12月１日から施行する。 

附 則（平成８年４月１日） 
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この規程は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成９年４月１日） 

この規程は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則（平成 14 年 12月７日） 

この規程は、平成 14 年 12 月７日から施行する。 

附 則（平成 18 年４月１日） 

この規程は、平成 18 年４月１日より施行する。 

但し、平成 18年３月 31日現在の在籍者には従来の規定を適用する。 

附 則（平成 19 年４月１日） 

この規程は、平成 19 年４月１日より施行する。 

附 則（平成 22 年４月１日） 

この規程は、平成 22 年４月１日より施行する。 

附 則（平成 24 年４月１日） 

この規程は、平成 24 年４月１日から施行する。 

但し、平成 24年３月 31日現在の在籍者には従来の規定を適用する。 

附 則（平成 26 年１月 25 日） 

この規程は、平成 26 年１月 25日より施行し、平成 25年４月１日から適用する。 

附 則（平成 28 年４月１日） 

この規程は、平成 28 年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年２月 17日） 

この規程は、令和４年２月 17日から施行する。 

附 則（令和５年４月１日） 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 
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東北医科薬科大学における倫理審査体制及び関連規程等 

１．倫理審査を必要とする研究の審査体制に関する諸規程等 
31-①：東北医科薬科大学倫理審査体制
31-②：東北医科薬科大学における人を対象とする生命科学・医学系研究の実施に関する規程
31-③：東北医科薬科大学倫理審査委員会規程

２．関連法令等の遵守を必要とする研究に関する諸規程 
31-④：東北医科薬科大学遺伝子組換え生物等の使用規程
31-⑤：東北医科薬科大学バイオセーフティー管理規程
31-⑥：東北医科薬科大学動物実験規程
31-⑦：学校法人東北医科薬科大学安全保障輸出管理規程

３．研究倫理に関する規程 
31-⑧：東北医科薬科大学研究倫理規準
31-⑨：東北医科薬科大学における研究活動上の不正行為防止等に関する規程
31-⑩：東北医科薬科大学研究倫理委員会規程

資料31
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東北医科薬科大学における人を対象とする生命科学・医学系研究の実施に関する規程 

平成28年４月１日 

制定 

改正 令和３年４月１日 

（目的） 

第１条 この規程は、人を対象とする生命科学・医学系研究に携わる学校法人東北医科薬科大学（以

下、「本学」という。）の全ての教職員（以下、「教職員」という。）が遵守すべき事項を定める

ことにより、人間の尊厳及び人権が守られ、研究の適正な実施が図られるようにすることを目的と

する。 

（遵守すべき法律・指針等） 

第２条 教職員は、本規程及び次の法律及び指針（以下、「法律・指針」という。）を遵守し、研究を

進めなければならない。 

（１）人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（平成 26年文部科学省・厚生労働省告示第３号。） 

（２）ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針（平成 29年文部科学省・厚生労働省・経済産業

省告示第１号。） 

（３）ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律（平成 12年法律第 146 号。）

（４）特定胚の取扱いに関する指針（平成 31年文部科学省告示第 31号。）

（５）ヒト ES 細胞の樹立に関する指針（平成 31年文部科学省・厚生労働省告示第 4号。）

（６）ヒト ES 細胞の分配機関に関する指針（平成 31年文部科学省告示第 69号。）

（７）ヒト ES 細胞の使用に関する指針（平成 31年文部科学省告示第 68号。）

（８）ヒト iPS 細胞又はヒト組織幹細胞からの生殖細胞の作成を行う研究に関する指針（平成 22年文

部科学省告示第 88号。） 

（９）ヒト受精胚の作成を行う生殖補助医療研究に関する倫理指針（平成 22年文部科学省・厚生労働

省告示第 3号。） 

（10）ヒト受精胚に遺伝情報改変技術等を用いる研究に関する倫理指針（平成 31年文部科学省・厚生

労働省告示第 2号。） 

（11）医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和 35年法律第 145号） 

（12）臨床研究法（平成 29年法律第 16号）

（13）再生医療等の安全性の確保等に関する法律（平成 25年法律第 85号）

（14）遺伝子治療等臨床研究に関する指針（平成 31年厚生労働省告示第 48号）

（定義） 

第３条 この規程における用語の定義は、それぞれ次の各号に定めるところによる。 

(１) 人を対象とする生命科学・医学系研究

人（試料・情報を含む。）を対象として、傷病の成因（健康に関する様々な事象の頻度及び分

布並びにそれらに影響を与える要因を含む。）及び病態の理解並びに傷病の予防方法並びに医療

における診断方法及び治療方法の改善又は有効性の検証を通じて、人類の健康の保持増進又は患

者の予後若しくは生活の質の向上に資する知識を得ることを目的として実施される活動（医薬

品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第２条第１７項に定められている治

験を含む。）及び人由来の試料を用いて、ヒトゲノム及び遺伝子の構造又は機能並びに遺伝子変

異、又は発現に関する知識を得ることをいう。 

(２) 倫理審査委員会

人を対象とする生命科学・医学系研究の実施又は継続の適否その他人を対象とする生命科学・

医学系研究に関し必要な事項について、倫理的及び科学的な観点から調査審議するために設置さ

れた合議制の会議体をいう。 

(３) 個人情報等

個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）第２条第１項に定められている個人に関

する情報に加えて、死者について特定の個人を識別することができる情報を含めたものをいう。 

（４） 医療行為

資料31-②
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医師の医学的判断及び技術をもってするのでなければ人体に危害を及ぼし、又は及ぼす恐れ

のある行為をいう。 

（人を対象とする生命科学・医学系研究に携わる全ての関係者の責務） 

第４条 人を対象とする生命科学・医学系研究に携わる全ての関係者は、科学的及び社会的な成果よ

りも研究対象者の福利を優先するとともに、人間の尊厳及び人権が守られなければならないという

ことを深く認識し、研究活動においてヘルシンキ宣言並びに法律・指針その他の関係法令及び別に

定める人を対象とする生命科学・医学系研究に係る業務を適正に実施するための標準的な手順を定

めた文書（以下「手順書」という。）等を遵守しなければならない。 

（学長及び病院長の責務） 

第５条 学長は、本学における人を対象とする生命科学・医学系研究を総括的に監督する。 

２ 学長は、本学附属病院（東北医科薬科大学病院及び東北医科薬科大学若林病院をいう。以下、そ

れぞれ「本院」及び「若林病院」という。）における人を対象とする生命科学・医学系研究につい

て病院長に次項の権限及び事務を委任する。 

３ 学長は大学における人を対象とする生命科学・医学系研究について、次に掲げる事項を行わなけ

ればならない。 

(１) 人を対象とする生命科学・医学系研究の実施に係る研究計画（以下「研究計画」という。）

の倫理審査委員会への付議及び研究計画の許可又は不許可その他人を対象とする生命科学・医学

系研究についての必要な事項の決定に関する事項

(２) 人を対象とする生命科学・医学系研究において守るべき作法及び人を対象とする生命科学・

医学系研究の倫理に関する教育に関する事項

（倫理審査委員会等） 

第６条 大学及び本学附属病院に、人を対象とする生命科学・医学系研究の実施に係る審査を行うた

め、次のそれぞれ倫理審査委員会を置く。 

（１）大学   倫理審査委員会 

（２）本院   臨床研究審査委員会 

（３）若林病院 倫理審査委員会及び治験審査委員会

２ 倫理審査委員会、臨床研究審査委員会及び治験審査委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

３ 倫理審査委員会、臨床研究審査委員会及び治験審査委員会の審査範囲は、次に掲げるとおりとす

る。 

(１) 大学の倫理審査委員会

① 医療行為を伴わない研究

② 本院及び若林病院以外の医療機関で発生する情報の解析を行う研究

③ 本学教職員及び学生に対する教育に関する事

(２) 本院の臨床研究審査委員会

① 患者あるいはその家族等関係者を対象として実施される生命科学・医学系研究

② 本院又は若林病院の教職員あるいはその家族等関係者を対象として実施される生命科学・医

学系研究

③ 患者あるいはその家族等関係者を対象とする既存試料・情報の解析を行う研究

④ 本院及び若林病院以外の医療機関で発生した試料の解析を行う研究

⑤ 医薬品、医療機器、再生医療等製品の治験（医師主導治験を含む）及び再審査・再評価にお

ける製造販売後臨床試験・調査

(３) 若林病院の倫理審査委員会

① 患者あるいはその家族等関係者を対象として実施される生命科学・医学系研究

② 若林病院の教職員あるいはその家族等関係者を対象として実施される生命科学・医学系研究

③ 患者あるいはその家族を対象とする既存試料・情報の解析を行う研究

(４) 若林病院の治験審査委員会

医薬品、医療機器、再生医療等製品の治験（医師主導治験を含む）及び再審査・再評価におけ

る製造販売後臨床試験・調査 

４ 前項第１号、第２号及び第３号の各委員会は、そこで審査対象となる研究計画については、倫理

審査システムによる電磁的な管理を行い、各委員会間で情報共有する。倫理審査システムの運用
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及び管理については、別に定める。 

５ 臨床研究法、再生医療等の安全性の確保等に関する法律に規定される研究又は医療を実施する場

合は、それぞれ認定臨床研究審査委員会、特定認定・認定再生医療等委員会を選定し、当該委員

会より承認を得なければならない。 

（相談等の窓口） 

第７条 大学及び本学附属病院に、人を対象とする生命科学・医学系研究の対象者及びその関係者か

らの相談等への対応、並びに人を対象とする生命科学・医学系研究に係る個人情報等の取扱いに関

する相談等に対応させるため相談窓口を置く。 

（所管大臣への報告） 

第８条 学長は、本学が実施している又は過去に実施した人を対象とする生命科学・医学系研究につ

いて、法律・指針に適合していないことを知った場合には、速やかに当該人を対象とする生命科

学・医学系研究の審査を行った倫理審査委員会の意見を聴き、必要な対応を行うとともに、不適合

の程度が重大であるときは、その対応の状況及び結果を厚生労働大臣及び文部科学大臣（以下「大

臣」という。）に報告し、公表するものとする。 

２ 学長は、本学における人を対象とする生命科学・医学系研究が法律・指針に適合していることに

ついて、大臣又はその委託を受けた者が実施する調査に協力しなければならない。 

３ 病院長は、侵襲（軽微な侵襲を除く。）を伴う人を対象とする生命科学・医学系研究であって介

入を行うものの実施において、予測できない重篤な有害事象が発生した場合であって当該人を対象

とする生命科学・医学系研究との直接の因果関係が否定できないときは、法律・指針及び手順書等

に規定する対応の状況・結果を速やかに厚生労働大臣に報告し、公表するものとする。 

４ 病院長は、前項の報告を行う場合には、併せて学長に報告するものとする。 

（重篤な有害事象等への対応） 

第９条 第２条の法律・指針その他の関係法令が定める重篤な有害事象等への対応に関し必要な事項

は、別に定める。 

２ 本学は、重篤な有害事象等があった場合には、迅速かつ厳正に対処するものとする。 

 （改廃） 

第10条 この規程の改廃は、大学運営会議の意見を徴して、理事会の承認を得て行う。 

（雑則） 

第11条 この規程に定めるもののほか、人を対象とする生命科学・医学系研究の実施に関し必要な事

項は、別に定める。 

附 則 

この規程は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年４月１日） 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 
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東北医科薬科大学倫理審査委員会規程 

平成15年４月１日 

制定 

 改正 平成18年４月１日 平成19年４月１日 

平成22年４月１日 平成26年４月１日 

平成28年４月１日 

（目的・設置） 

第１条 東北医科薬科大学（以下「本学」という。）で行う「ヒトを対象とする医学（薬学）の研究

及び臨床応用」（以下「研究等」という。）に対し、医の倫理に関するヘルシンキ宣言（1964年第

18回世界医師会総会採択、1975年東京総会、1983年ベニス総会及び2000年エジンバラ総会等修正）

の趣旨に沿う倫理上の指針を与えるため、本学に東北医科薬科大学倫理審査委員会（以下「倫理審

査委員会」という。）を置く。 

（責務） 

第２条 倫理審査委員会は、医の倫理の在り方について必要事項を検討する。 

２ 倫理審査委員会は、研究等の実施責任者から申請された内容について審査する。 

３ 倫理審査委員会は、本学で行われる研究等の医の倫理にかかわる事項について助言を求められた

ときは、適切に対応する。 

（審議の方針） 

第３条 倫理審査委員会は、第１条の趣旨に基づき、前条に掲げる事項に対して医学的、倫理的、社

会的な面から調査、検討し審議する。この場合において、特に次の各号に掲げる事項に留意しなけ

ればならない。 

(１) 研究等の対象となる個人（以下「個人」という。）の人権の擁護

(２) その個人に理解を求め同意を得る方法

(３) 研究等によって生じる個人への不利益、危険性及び医学上の貢献度の予測

（組織）

第４条 倫理審査委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(１) 薬学部・大学院薬学研究科の教授又は准教授 ３人以上

(２) 医学部の教授又は准教授 ３人以上

(３) 教養教育センターの教授又は准教授 １人

(４) 学外の学識者 ２人

(５) その他倫理審査委員会が必要と認める者 若干名

２ 前項に掲げる委員には、次の各号に掲げる者が各１人以上含まれなければならない。 

(１) 倫理学・法律学の専門家等、人文・社会科学の有識者

(２) 一般の立場から意見を述べることのできる者

３ 委員は、男女両性で構成する。 

４ 第１項第１号及び第３号に掲げる委員は、薬学部教授会において、第２号及び第４号に掲げる委

員は、医学部教授会において選出し、学長が委嘱する。 

５ 次の各号に掲げる者は、倫理審査委員会にオブザーバーとして出席することができる。 

(１) 学長

(２) 研究科長

(３) 東北医科薬科大学病院長

(４) その他委員長が必要と認める者

（任期）

第５条 委員の任期は、２年とする。 

２ 委員に欠員が生じたときは、その都度補充する。ただし、補充による委員の任期は前任者の残任

期間とする。 

３ 委員の再任を妨げない。 

資料31-③
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（委員長及び副委員長） 

第６条 倫理審査委員会に、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、大学運営会議の議を経て学長が選出する。 

３ 委員長は、倫理委員会を招集し、その議長となる。 

４ 副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（会議） 

第７条 倫理審査委員会の会議は、委員の３分の２以上が出席し、かつ、第４条第２項各号に掲げる

委員がそれぞれ出席し、第４条第３項の規程を満たさなければ開くことができない。 

２ 委員は、自己が関係する申請の審査に係る会議に出席することはできない。 

３ 倫理審査委員会の議決は、出席委員の過半数によるものとする。ただし、特に重要な事項につい

ての議決は、委員総数の３分の２以上の多数によるものとする。 

４ 前項ただし書の規定にかかわらず、委員が関係する申請の審査についての議決は、当該委員を除

く委員総数の３分の２以上が出席し、かつ、当該委員を除く委員総数の３分の２以上の多数による

ものとする。 

（迅速審査等） 

第８条 委員長が必要と認めるときは、前条による審査に代えて、東北医科薬科大学倫理審査委員会

運営内規（以下「運営内規」という。）第５条に定める迅速審査（書面による持ち回り審査を含む）

を行うことができるものとする。 

（委員以外の者の出席） 

第９条 委員長は、必要があると認めるときは、倫理審査委員会の同意を得て、委員以外の者を倫理

審査委員会に出席させ、意見を聴取することができる。 

（審査の申請） 

第10条 本学に所属する研究者が研究等を実施しようとするときは、その実施責任者は、研究等の内

容に係る倫理上の審査について、別に定める様式により学長に申請しなければならない。 

２ 学長は、前項の申請があった場合、倫理審査委員会に審査を行わせる。 

３ 本学以外の臨床研究機関等の長から文書により学長に倫理審査の依頼があった場合には、倫理審

査委員会において審査をすることがある。 

（審査結果） 

第11条 倫理審査委員会委員長は、審査の結果を学長に報告しなければならない。 

２ 学長は、倫理審査委員会の意見を尊重し、研究実施の許可・不許可その他に関し必要事項を決定

し、別に定める様式により、実施責任者に通知するものとする。 

３ 実施責任者は、審査結果に異議があるときは、学長に対し、異議申立をすることができる。 

この場合においては、異議申立書に異議の根拠となる資料を添付しなければならない。 

４ 学長は、前項の申立があった場合には、倫理審査委員会に速やかに再審査を行わせ、倫理審査委

員会の意見を尊重し研究実施の許可・不許可その他研究に関し必要な事項を決定し、実施責任者に

通知するものとする。 

（有害事象等への対応） 

第12条 実施責任者は、研究等の実施において重篤な有害事象発生を知ったときは、直ちにその旨を

学長に報告しなければならない。 

２ 学長は、前項の報告を受けた場合には、速やかに必要な対応を行うとともに、当該有害事象につ

いて倫理審査委員会の意見を聴き、必要な措置を講じなければならない。 

３ 実施責任者は、他の研究機関と共同で実施する研究において、重篤な有害事象の発生を知った場

合には、当該研究を実施する他の研究機関に対し、当該有害事象の発生について、周知しなければ

ならない。 

４ 学長は、研究等の実施において予測できない重篤な有害事象が発生し、当該研究等との直接の因

果関係が否定できない場合には、その対応の状況・結果を公表し、厚生労働大臣に報告しなければ

ならない。 

（倫理的妥当性等を損なう事実又は情報） 

第13条 実施責任者は、次の各号に掲げる情報を得た場合には、直ちにその旨を学長に報告しなけれ
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ばならない。 

(１) 研究の倫理的妥当性若しくは科学的合理性を損なう事実若しくは情報又は損なうおそれのあ

る情報

(２) 研究の実施の適正性若しくは研究結果の信頼を損なう事実若しくは情報又は損なうおそれの

ある情報

２ 学長は、前項の報告を受けた場合には、速やかに必要な対応を行うとともに、当該研究の継続に

影響を与えると考えられる事実又は情報について倫理審査委員会に報告し、その意見を聴き、必要

な措置を講じなければならない。 

３ 学長は、現在実施している又は過去に実施した研究について、国が定める倫理指針に適合してい

ないことを知った場合には、第２項で定める対応を行うとともに、不適合の程度が重大であるとき

は、その対応の状況・結果を厚生労働大臣に報告し、公表しなければならない。 

（倫理審査委員会が行う調査） 

第14条 倫理審査委員会は、審査を行った研究について、倫理的観点及び科学的観点から、または当

該研究の適正性及び研究結果の信頼性を確保するために調査が必要と判断した場合には、調査目的

を明確にした上で調査を行い、学長に対して、研究計画の変更、研究の中止その他当該研究に関し

必要な意見を述べることができる。 

（秘密の保持） 

第15条 委員及び事務従事者は、その職務に基づき知り得た秘密、特に個人のプライバシーに関する

事項について秘密を守らなければならない。その職を退いた後も同様とする。 

（委員等の重大な懸念が生じた場合の報告） 

第16条 委員及び事務従事者は、審査を行った研究に関連する情報の漏洩等、研究対象者等の人権を

尊重する職務に基づき知り得た秘密、特に個人のプライバシーに関する事項について秘密を守らな

ければならない。その職を退いた後も同様とする。 

（教育・研修） 

第17条 委員及び事務従事者は、審査及び関連する業務に先立ち、倫理的観点及び科学的観点から審

査等に必要な知識を習得するための教育・研修を受けなければならない。また、その後も、適宜継

続して教育・研修を受けなければならない。 

（議事録の公開） 

第18条 倫理審査委員会は、倫理審査委員会の手順書、名簿、開催状況及び議事要録を公開するもの

とする。ただし、議事要録については、研究対象者等及びその関係者の人権又は研究者等及びその

関係者の権利利益保護のため非公開とすることが必要な内容を除くものとする。 

（事務担当） 

第19条 倫理審査委員会の事務は、総務部企画課において処理する。 

（規程の改正等） 

第20条 この規程は、倫理審査委員会の議に基づき、大学運営会議の承認を得て改正する。 

（雑則） 

第21条 この規程に定めるもののほか、倫理審査委員会の運営等に関し必要な事項は、倫理審査委員

会が運営内規に定める。 

附 則 

この規程は、平成15年４月１日から施行する。 

附 則（平成18年４月１日） 

この規程は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年４月１日） 

この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年４月１日） 

この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年４月１日） 

この規程は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年４月１日） 

この規程は、平成28年４月１日から施行する。 
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３階平面図 ３階平面図
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東北医科薬科大学病院　第３プレハブ棟（仮称）　建設工事

室面積算定図-3
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記号 計算式(m ) 面積(㎡)
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【　可動間仕切り解放時面積算定図　】【　可動間仕切り使用時面積算定図　】
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1. 医学部・医学研究科

定期契約資料
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1.1 学術雑誌

【和雑誌】

No. タイトル 提供機関
【参考】

年間支払金額

1 Coronary Intervention メディアルファ 17,610

2 ICNR 学研メディカル秀潤社 10,120

3 Infection Control メディカ出版 32,384

4 PEPARS 全日本病院出版会 38,658

5 QCサークル 日科技連出版社 6,072

6 栄養経営エキスパート 日本医療企画 9,108

7 看護 日本看護協会出版会 25,500

8 看護技術 メヂカルフレンド社 20,650

9 看護展望 メヂカルフレンド社 23,276

10 救急・集中治療 総合医学社 40,480

11 救急医学 へるす出版 42,104

12 形成外科 克誠堂出版 43,916

13 月刊新医療 エム・イー振興協会 20,315

14 月刊糖尿病 医学出版 38,455

15 呼吸・循環・脳実践ケア 日総研 17,128

16 耳鼻咽喉科展望 耳鼻咽喉科展望会 11,718

17 耳鼻咽喉科臨床 耳鼻咽喉科臨床学会 17,711

18 社会福祉研究 鉄道弘済会 6,072

19 重症集中ケア 日総研 18,685

20 消化器外科 へるす出版 43,723

21 消化器内視鏡 東京医学社 46,346

22 小児科診療 診断と治療社 42,412

23 小児看護 へるす出版 22,262

24 小児内科 東京医学社 43,124

25 心エコー 文光堂 27,977

26 腎と透析 東京医学社 44,330

27 精神科治療学 星和書店 41,292

28 精神神経学雑誌 日本精神神経学会 18,000

29 地域連携 入退院と在宅支援 日総研 33,167

30 糖尿病療養指導のためのDM Ensemble 日本糖尿病学会 3,960

31 日本医事新報 日本医事新報社 30,294

32 乳癌の臨床 篠原出版新社 15,887

33 脳神経内科 科学評論社 36,353

34 病院安全教育 日総研 24,840

35 ペインクリニック 真興交易医書出版部 37,448

36 リウマチ科 科学評論社 31,007

37 臨床栄養 医歯薬出版 21,161

38 臨床麻酔 真興交易医書出版部 33,196

39 臨床免疫・アレルギー科 科学評論社 31,007

40 レジデントノート 羊土社 57,580

1,125,328

2
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1.1 学術雑誌

【洋雑誌】

No. タイトル 出版社
【参考】

年間支払金額

1 New England Journal of Medicine Massachusetts Medical Society 232,507

232,507

3
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1.2 電子ジャーナル(個別契約)

【洋雑誌】

No. タイトル 提供機関
【参考】

年間支払金額

1 Annals of Internal Medicine American College of Physicians 732,825

2 Bone and Joint Journal
British Editorial Society of Bone and Joint
Surgery

145,269

3 Circulation: Arrhythmia and Electrophysiology American Heart Association
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ契約に
包括

4 Circulation: Cardiovascular Imaging American Heart Association
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ契約に
包括

5 Clinical Nuclear Medicine Lippincott Williams & Wilkins
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ契約に
包括

6 Development The Company of Biologists 469,291

7 Diabetes American Diabetes Association 252,007

8 Diabetes Care American Diabetes Association 252,007

9 Heart BMJ Publishing Group 474,167

10 Infection Control and Hospital Epidemiology Cambridge University Press 238,799

11 International Journal of Gynecological Cancer BMJ Publishing Group 751,608

12 JAMA Cardiology American Medical Association
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ契約に
包括

13 Journal of Bone and Joint Surgery -American Volume Journal of Bone and Joint Surgery
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ契約に
包括

14 Journal of Clinical Oncology Oxford University Press
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ契約に
包括

15 Journal of Clinical Psychiatry Physicians Postgraduate Press 172,065

16 The Journal of Neuroscience Society for Neuroscience 574,450

17 Journal of Neurosurgery

18 Journal of Neurosurgery: Pediatrics

19 Journal of Neurosurgery: Spine

20 Journal of Urology Elsevier
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ契約に
包括

21 Lymphatic Research and Biology Mary Ann Liebert 430,779

22 Pain Lippincott Williams & Wilkins
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ契約に
包括

23 Pediatrics American Academy of Pediatrics 294,584

24 PharmacoEconomics Springer Nature 504,000

25 Quintessence International Quintessence Publishing 113,637

26 Radiology Radiological Society of North America 1,331,476

7,130,039

393,075American Association of Neurological Surgeons
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1.3 電子ジャーナル(パッケージ契約)

【和雑誌】

No. パッケージ名 提供機関 タイトル数
【参考】

年間支払金額

1 医書.jpオールアクセス 医書ジェーピー 104 3,524,400

104 3,524,400

【洋雑誌】

No. パッケージ名 提供機関 タイトル数
【参考】

年間支払金額

1 JAMA + 3タイトルパッケージ American Medical Association 4 2,060,567

2 LWW Fixed 50 コレクション Lippincott Williams & Wilkins 50 12,175,885

3
Oxford ジャーナルコレクション : Medicine / Life
Sciences

Oxford University Press 164 2,371,710

4
Science online サイトライセンス (オプション1タイ
トル分)

American Association for the
Advancement of Science

1 318,895

5 T&F Medical Library Taylor & Francis 205 1,389,780

424 18,316,837

5
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1.4 データベース

No. データベース名 提供機関
【参考】

年間支払金額

1 Acland's Video Atlas of Human Anatomy Wolters Kluwer 613,004

2 OECD Social Issues/Migration/Health iLibrary
Organisation for Economic Co-operation and
Development

155,496

3 UpToDate（医学部教育研究棟利用分） Wolters Kluwer 230,406

4 Visible Body Human Anatomy Atlas 2020 Wolters Kluwer 買い切り

5 日経BP記事検索サービス アカデミック版 日経BP 396,000

1,394,906

6
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2.1 電子ジャーナル(個別契約)

【和雑誌】

No. タイトル 提供機関

1 日本薬理学雑誌 日本薬理学会

2 薬学雑誌 日本薬学会

【洋雑誌】

No. タイトル 提供機関

1 American Journal of Physiology American Physiological Society

2 Bulletin of the Chemical Society of Japan 日本化学会

3 Cancer Discovery American Association for Cancer Research

4 Cancer Epidemiology Biomarkers & Prevention American Association for Cancer Research

5 Cancer Immunology Research American Association for Cancer Research

6 Cancer Prevention Research American Association for Cancer Research

7 Cancer Research American Association for Cancer Research

8 Chemistry Letters 日本化学会

9 Clinical Cancer Research American Association for Cancer Research

10 Drug Metabolism and Disposition
American Society for Pharmacology and
Experimental Therapeutics

11 Endocrinology Endocrine Society

12 Heterocycles 日本複素環化学研究所

13 Infection and Immunity American Society for Microbiology

14 Journal of Bacteriology American Society for Microbiology

15 Journal of Immunology American Association of Immunologists

16 Journal of Natural Medicines Springer

17 Journal of Nuclear Medicine Society of Nuclear Medicine

18 Journal of Pharmacology and Experimental Therapeutics
American Society for Pharmacology and
Experimental Therapeutics

19 Journal of Virology American Society for Microbiology

20 Molecular and Cellular Biology American Society for Microbiology

21 Molecular Cancer Research American Association for Cancer Research

22 Molecular Cancer Therapeutics American Association for Cancer Research

23 Molecular Endcrinology Endocrine Society

24 Molecular Pharmacology
American Society for Pharmacology and
Experimental Therapeutics

25 Natural Product Research Taylor & Francis

26 Pharmacological Reviews
American Society for Pharmacology and
Experimental Therapeutics

27 Planta Medica Thieme

28
Proceedings of the National Academy of Sciences of the
United Stats of America

National Academy of Sciences

29 Synfacts Thieme

30 Synlett Thieme

31 Synthesis Thieme
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2.2 電子ジャーナル(パッケージ契約)

【和雑誌】

No. パッケージ名 提供機関 タイトル数

1 メディカルオンラインプラス メテオ 1,461

1,461

【洋雑誌】

No. パッケージ名 提供機関 タイトル数

1 ACS Web Editions
American Chemical Society
Publications

69

2 Annual Reviews 12タイトルパッケージ Annual Reviews 12

3
Nature 大学向け Content on Demand (COD) : Pay Per
View モデル（注1）

Springer Nature 3

4 ProQuest Health & Medical Collection + eBook ProQuest 6,100

5 RSC 電子ジャーナルパッケージ Royal Society of Chemistry 45

6 RUP 3誌パッケージ Rockefeller University Press 3

7
ScienceDirect コンプリートコレクション + トランザ
クション（注2）

Elsevier 5

8 Science online サイトライセンス
American Association for the
Advancement of Science

1

9 SpringerLink e-Journal Advanced Package Springer Nature 2,269

10
Wiley Online Library コアコレクション + STMコレク
ション

Wiley 854

9,361

（注1）Pay Per View対象タイトル：約70タイトル

（注2）Pay Per View対象タイトル：約2,300タイトル
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2.3 データベース

No. データベース名 提供機関

1 Cochrane Library Wiley

2 Current Decision Support プレシジョン

3 JDreamⅢ（同時アクセス：2） ジー・サーチ

4 Journal Citation Reports Clarivate

5 PubMed National Library of Medicine

6 SciFinder-n Academic
Chemical Abstracts Service ( American
Chemical Society )

7 明日の新薬Web テクノミック

8 医中誌Web（同時アクセス：7） 医学中央雑誌刊行会

9 今日の診療Web（同時アクセス：10） 医学書院

10
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2.4 電子書籍

【買い切り】

No. パッケージ名 提供機関 タイトル数

1 Maruzen eBook Library 丸善雄松堂 675

2
Springer eBook Collection Biomedical and Life
Sciences

Springer Nature 3,780

3
Springer eBook Collection Chemistry & Material
Science

Springer Nature 1,892

4 Springer eBook Collection Medicine Springer Nature 5,049

5 Wiley Online Books Wiley 20

11,416

【定期契約】

No. パッケージ名 提供機関 タイトル数

1 メディカルオンラインプラス メテオ 4,510

2 ProQuest Health & Medical Collection + eBook ProQuest 15,000

19,510
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科⽬ 区分 科⽬

倫理学 ⽣命倫理・研究倫理概論
現代社会と⼈間 研究⽅法概論
⼤学基礎論 医学統計学・医学統計演習
医学英語 など 医学英語

地域医学総論
医学概論 地域医学各論
医療安全学 橋渡し研究・臨床試験各論
医療コミュニケーション学
患者安全・医療倫理学 細胞⽣物学特論
早期医療体験学習 組織解剖学特論
チーム医療体験学習 ⽣理学特論
課題研究 神経科学特論

薬理学特論
細胞⽣物学 病理学特論
遺伝学 医化学特論
医化学・同実習 微⽣物学特論
免疫学・同実習 免疫学特論
放射線基礎医学・同体験学習 放射線基礎医学特論
解剖学・同実習 循環器内科学特論
神経解剖学 呼吸器内科学特論
組織学・同実習 消化器内科学特論
発⽣学 糖尿病代謝内科学特論
微⽣物学・同実習 腎臓内分泌内科学特論
⽣理学・同実習 ⾎液学特論
神経⽣理学 臨床免疫学特論
薬理学・同実習 脳神経内科学特論
病理学・同実習 腫瘍内科学特論

精神科学特論
呼吸器学(内科・外科) ⼩児科学特論
腎・泌尿器学 肝胆膵外科学特論
循環器学(内科・外科) 消化器外科学特論
消化器学(内科・外科) 呼吸器外科学特論
神経学(内科・外科) 乳腺・内分泌外科学特論
精神科学 ⼼臓⾎管外科学特論
内分泌学・代謝学 脳神経外科学特論
産科学・婦⼈科学 ⽪膚科学特論
⼩児科学 ⽿⿐咽喉科学特論
整形外科学 産婦⼈科学特論
全⾝管理学 泌尿器科学特論
⿇酔学 形成外科学特論
臨床免疫・アレルギー学 放射線医学特論
⾎液学 臨床検査医学特論
⽪膚科学 免疫アレルギー病態学特論
眼科学 地域医療管理学特論
⽿⿐咽喉科学 疫学特論
放射線医学 法医学特論
災害医療学 地域医療学特論
環境疾病学 整形外科学特論
乳房外科学 リハビリテーション学特論
臨床検査学 感染症学特論
感染症学 腫瘍疫学特論
臨床薬理学
腫瘍学
⾼齢者医学
救急・災害医療体験学習
被ばく医療演習
臨床分⼦遺伝学
移植医療学
救急医療学
医療薬学概論

特別研究Ⅰ
衛⽣学 特別研究Ⅱ
地域医療学 特別研究Ⅲ
介護・在宅医療学 特別研究Ⅳ
公衆衛⽣学
医事法学
医療管理学
法医学
衛⽣学体験学習
僻地・被災地医療体験学習
介護・在宅医療体験学習

症候学 区分間の関係が強い
基礎̶臨床統合演習 区分間に関係がある
基本的診療技能

⼤学院医学研究科「共通科⽬」と関係
総合診療学演習 ⼤学院医学研究科「特論科⽬」と関係
診療科臨床実習 ⼤学院医学研究科「演習科⽬」と関係
地域総合診療実習 ⼤学院医学研究科「特別研究科⽬」と関係
地域包括医療実習

医学部医学科と⼤学院医学研究科との関係図
医学部医学科 ⼤学院医学研究科
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